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山　　本　　一　　清
　七月の末の肥る日，世の中では，火回が近づV・たために，新聞もラヂオも，
雑誌も，人々の座談にも，火星を語らないものはない景況であった頃，自分は
域る人から
　“火星を観て，何の役に立つのですかP！”
といふ質問を受けた．此の質問を受けて，自分は，思はす，“之れある哉！！”と
叫んだ．其の日，ちょうど中村君が宅へ遊びに來てるたが，この中村君も亦，
“實に，良い質問ですね”と言った．
　毎日々々，人々は“火星の極冠が見え始めた”，“雲が火星面に浮んでみる”，
“運河が多く見えない”などと，火星世界の微細な職にまで注意をして，話題と
してみるが，しかしながら，．誰もが“一鐙，火星を見て，何の役に立つ？”と
V、ふことに疑問を有たない．日刊の新聞なども，もはや種：切、tになって，若い
1中二三の怪しげな観測報告からもセンセ1シヨンを起さうとしてるるに拘ら
す，もっと根本的な此の重大疑問を解かうとすることに，氣がつかない．其の
ために，或る老人からは“國家の非常時局に際して，火星なんどのことに心を
奪はれるとは何事か！”と言ったやうな御叱りを蒙る者さへ出來るのである．
　昔しから“鹿を追ふ者は山を見す”とV・ふ．貴際，技術の些細なことにのみ
囚はれて，大局を見落すことは，世に例が多い．支那の蒋介石が抗戦の策謀に
のみ囚はれて，大局の推移に眼を掩ふたがために，遂に孫逸仙の中華民國を壷
無しにして了って，國を亡ぼしつsあるなど，今日，最も良い實例である．
　囚はれる者は自白の道の“玄人’ttか，：或は敢へて“玄人”を氣取る人々であ
る．自由の立場から大局を見，・事の塗壁を眞によく判断する者は偉大なる“素
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x一一　　　．N一．S一入”である沈も訊一概に・玄人力｛囚はれて・素人が舳人だとい勘・G
はない・玄人にも掴めた人はあろう・しかし其れは玄人學を繊し嬢咳
人であって・世間にさう澤山あるものでない・又・素入は世の中に鰍に儲t
する・＃のう肋大樹騨なる厄傭であるが・しかし・少蜘鰍な蘇
人がある・この偉大なる素人こそ，ii［イヒの鰍のために大切な人である．加
レォの如き，E・E・パ1ナ1ドの如き・パ1シ・“ル●ロ1エルの如き，E．C．1．”
ヶリングの如き・止幽よ近世の天文學術界に於ける“偉大なる素入”であった．
騨fの職を嗣ぱ，・うした人々力攻イヒ難のために・嫡聴き同1ﾍしたかを知ることが出痴る．
わ翻の敵界を顧るに諸夕個と同様に・多少の玄人と漁数の素ノ、と・h；
居る該妖燃は・それぞれ柾院轍測畷術の末暇頭して♪陳ば，それ
で良い・・れ加西よ，帰，學界の大魏動かすA・eeではなくて・只，そ
の技術轍巧によって，そこはカ・となき劇」をか獲れば其の使御ま概ので
ある・之れ暖して・・多く螺妖燃｝よ謀の舳と加力とを生かして，
文化の大勢の支配者となり得る可能性を有ってみる・しかし・掌れは“可能性・
があるといふ鮒であって汰緻の素人たちは，實は期自らの天分を縞
画弛過ぎ去って行く・最も憐れむべきは・素人が玄人icなりたいと心lil・けて，
其れのみ騨心することである沸芋鰍が國には・こうしてドー蝿早く無
になりたいと希ふ墨入が多い・上にも記した通り・“吾人が何故に火星の槻測
を重要醍すべきか”といふ疑問に一顧も呉れないで，只，ひたすらに“巡河の
勲数へたP・蟷の去來礪心する”如き人が多い・之れでは鰍なる軌
の指導．者は生れて來ない．
　玄人螺人も痴破化調歩のためkCは大切な儲である・しかし，人悔こ
骨筆ら言へば，素ノ・は面：）a）主人であり・玄人戯・の技術を以って轄翫湿
するサ1ゾントである・そして，素人の中から（少数ではあらうが）文化の虹
の指導者が現はれるのである，
　今から百年前・ドイツの片田含でシザ1べが太陽の黒黒占を歎へ始めた畦に，
ベッセル其の他多くの玄人天文家は之れを噸笑した・ところが・二十年ならな
いうちに・黒熱の週期活動は渡見され・シゾ1べには金牌が贈られ，チウリヒ
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の天文盛は太陽研究の新しい陣容を立てることになった．ピケリングがハ1ゾ
1ド二二天文二三に任ぜられて，子午環を取り除き，分光プリズムを赤道儀に
取り付けた時に，米誌の多くの玄人天文學者は“ハ1ゾ1ド天丈毫の傅統は滅
び，樺威は地に畷ちた”と嘆いた．しかるに，まもなく此のハ；ヅ1ド天文豪
は分光器と光度計と招魂術と（之れ等は何れも物理學者の有つものである）を
以って立ち上り，’〉は天艦物理學の一・7〈中心となって了つた．
　希望に漏ちた前途を恵まれてみる世の素人天文象たちよ1　或る程度までは
勿論，玄人（専門家）の優れた技術を學ぶべし，しかし，決して其れに囚はれ，
其れに終始してはならない．諸君の使：命は些細なる技術を超えて，更に大なる
ものがあることを忘れてはならぬ．素人諸士よ，希くは偉大なる素人となれ！
火星を弄ぶのも宜しい．しかし，火星そのものは，地球人のおもちゃとなるべ
く飴りに嚴崩なる存在である．特に，叉，・〉は，我が日本のみならす，全世界
が死活の間題に直面してみる“非常時”である．軍に火星や彗星を暇つぶしに
弄ぶべき場合ではない．それにも拘らす，吾人が世人の眼を天罷へと導く所以
は，何ものにも代へ難き重要性を此等の研究に期待するからである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1939．　8．　1）
　　　　　　　　東亜の公私各方面の天文家に告ぐ〔急報367〕
　多分御承知の通り，昨年來園際天文同盟の一一．一部に新しく革茸悪獣編輯委員會
が組織せられ，其の事業の第・一一着手として，188i年から18り8年まで前後18ケ年
間に磯表された全世界の天文學的研究論文を集め，減等のカタログ及び其の内
容の概略を編輯するこ．としなった．
　下名は其の委員の一名であるが，他の委員は殆んど全部欧洲に居る人々なの
で，自然，下名は東亜全膿にわたる文鰍を蒐集しなければならなv・と思ふ．
　乾ては上記1881－1898年間1こ公私各方面天文家から獲表せられた論：文或は其
の卜しを2部つつ本年九月末日までに下名へ届けて頂きたい．
　浩し回れに洩れる場合には，永く其の文官は三界に知られざるまし葬り去ら
れるかも知れないと思ふ．
　樹ほ此の委員會の詳細は天界第222號（來る十月號）を見られよ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉販天交豪長　　山　本　一　清
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住所：京都市吉田泉殿町59）
